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平
成
２５
年
度
決
算

～
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
～

観
音
寺
市
の

　
　
　家
計
簿

総
務
課
財
政
係

　☎
２３

−

３
９
０
０

一
般
会
計

　平
成
２５
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
決
算
額
は
２
６
５
億
８
、
４

３
０
万
円
（
前
年
度
比
６
・
６
％

増
）
で
歳
出
決
算
額
は
２
６
０

億
１
、
１
０
４
万
円
（
前
年
度

比
７
・
４
％
増
）
で
し
た
。

　歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
５
億

７
、
３
２
６
万
円
で
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
１

億
５
、
２
２
８
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
４
億
２
、
０

９
８
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

　歳
入
は
、
約
３
分
の
１
を
占

め
る
市
税
は
、
地
価
の
下
落
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
な
ど

に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し
て
２

９
８
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　一
方
、
国
庫
支
出
金
は
、
国

の
臨
時
交
付
金
や
道
路
改
築
事

業
に
よ
り
１１
億
１
、
１
７
０
万

円
、
市
債
は
、
観
音
寺
小
学
校

・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
建
設
事

業
な
ど
に
よ
り
、
７
億
６
、
４

２
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　歳
出
は
、
民
生
費
が
前
年
度

と
比
較
し
て
４
億
６
、
１
４
７

万
円
増
加
し
、
歳
出
全
体
の
約

３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

民
生
費
に
は
医
療
や
福
祉
分
野

に
係
る
経
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、

近
年
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　一
方
、
公
債
費
が
一
部
償
還

の
終
了
な
ど
に
よ
り
２
億
３
９

５
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　平
成
２５
年
度
の
主
な
事
業
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
健
全
な
財
政
運
営

を
維
持
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に

運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　平
成
２５
年
度
決
算
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
政
→
行
政
情

報
→
財
政
状
況
）
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
決
算
書
は
、
市
総
合

案
内
所
や
大
野
原
支
所
、
豊
浜

支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

歳入
265億8,430万円

2.9
7億9,425万円

%

その他

市税

31.9
84億7,550万円

%

23.5
62億5,421万円

%

5.8
15億4,795万円

%

1.4
3億6,258万円

%

0.8
2億523万円

%

地方譲与税

3.2
8億3,753万円

%

各種交付金

地方交付税
13.2
35億1,641万円

%

国庫支出金

県支出金

1.2
3億730万円

%

繰入金

繰越金
2.4
6億3,024万円

%

諸収入

13.7
36億5,310万円

%

市債

歳出
260億1,104万円

総務費

10.4
27億472万円

%

民生費

32.4
84億2,039万円

%

衛生費

8.7
22億7,303万円

%

農林水産業費

3.0
7億7,957万円

%

商工費

2.3
5億8,577万円

%

土木費

6.9
18億499万円

%

消防費

3.5
8億9,870万円

%

教育費

19.1
49億7,938万円

%

公債費

12.4
32億1,911万円

%

その他

1.3
3億4,538万円

%
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　特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
設
置
し
、
一
般
会

計
と
は
区
分
し
て
経
理
す
る
会

計
の
こ
と
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
事
業
や
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
１１
の
会
計
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
や
使

用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
２５
年
度
は
、
全
て
の
会

計
で
黒
字
決
算
で
し
た
。

合
併
特
例
債
と
は

　合
併
後
の
市
町
村
の
一
体
性

の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
な
ど

を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
で

す
。
償
還
費
用
の
７０
％
が
地
方

交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る
地

方
債
で
す
。
償
還
費
用
の
全
額

が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

　平
成
２５
年
度
末
の
地
方
債
現

在
高
は
約
３
３
０
億
円
で
、
前

年
度
よ
り
約
９
億
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

　そ
の
内
訳
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
の
交

付
税
算
入
の
大
き
い
有
利
な
地

方
債
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
除
く
地
方
債
現
在
高

は
、
約
８
億
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　基
金
は
、
家
庭
で
い
う
「
貯

金
」
に
当
た
り
ま
す
。

　基
金
に
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
財
政
調

整
基
金
と
特
定
の
目
的
の
た
め

に
積
み
立
て
て
い
る
特
定
目
的

基
金
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
２５
年
度
末
の
基
金
現
在

高
は
６６
億
円
で
す
。
観
音
寺
小

学
校
建
設
に
伴
い
、
学
校
施
設

整
備
基
金
か
ら
２
億
円
を
取
り

崩
し
ま
し
た
が
、
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
末
よ
り
約
２
億
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

地
方
債
現
在
高

　
　（
一
般
会
計
）

基
金
現
在
高

　
　（
一
般
会
計
）

特　別　会　計　名 収 入 額 Ａ 支 出 額 Ｂ 差引額　Ａ－Ｂ

競 輪 事 業 2 億 553 万円 1 億 7,926 万円 2,627 万円

国 民 健 康 保 険 事 業 81 億 3,302 万円 80 億 6,943 万円 6,359 万円

国民健康保険伊吹診療所 7,589 万円 6,495 万円 1,094 万円

後期高齢者医療事業 8 億 1,430 万円 8 億 1,398 万円 32 万円

介 護 保 険 事 業 52 億 6,734 万円 51 億 4,682 万円 1 億 2,052 万円

介護予防サービス事業 5,098 万円 5,098 万円 0 万円

航 路 事 業 1 億 4,210 万円 1 億 1,823 万円 2,387 万円

粟 井 財 産 区 1,087 万円 75 万円 1,012 万円

粟 井 坂 瀬 山 林 2,043 万円 40 万円 2,003 万円

公 共 下 水 道 事 業 13 億 7,420 万円 12 億 1,154 万円 1 億 6,266 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 3,544 万円 3,115 万円 429 万円

特別会計決算額

20
24

44
42

47

18
18

43

14

28

■財政調整基金　■その他の基金

（億円）

H21　　H22　　H23　　H24　　H25

70

60

50

40

30

20

10

0

基金現在高の推移

地方債現在高の推移
350

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

90 99

101
109

130
122

85

92

145

75

84

164

47

70

182

■合併特例債　■臨時財政対策債　■その他の地方債

H21　　H22　　H23　　H24　　H25
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　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、

平
成
２５
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市

の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
各
比
率

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
比
率
に
は
早
期
健
全

化
基
準
や
財
政
再
生
基
準
等
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
基
準
値
を
上
回

る
と
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
財
政

の
健
全
化
に
向
け
た
改
善
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　平
成
２５
年
度
決
算
に
お
け
る
比

率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
こ

れ
ら
の
比
率
の
動
向
に
注
意
し
な

が
ら
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　各
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
割
合
を

み
る
指
標

健
全
化
判
断
比
率
・

　
　資
金
不
足
比
率

　
　
　
　
　の
状
況

平成２５年度の主な事業

健全化判断比率の状況

特別会計の名称
平成２４年度

決算
平成２５年度

決算
経営健全化

基準

水　道　事　業 ― ―

 ２０．０ 
航　路　事　業 ― ―

公共下水道事業 ― ―

農業集落排水事業 ― ―

（単位：％）

（単位：％）資金不足比率の状況

※資金不足比率は、全会計とも資金不足額がないため、「―」と表示しています。

健 全 化 判 断 比 率 平成２４年度
決算

平成２５年度
決算

早期健全化
基準

（黄信号）

財政再生
基準

（赤信号）

実質赤字比率
（一般会計等の赤字の程度を
みる指標）

赤字なし 赤字なし １２.７１ ２０.００

連結実質赤字比率
（一般会計等及び公営企業会
計を含めた市全体の赤字の
程度をみる指標）

赤字なし 赤字なし １７.７１ ３０.００

実質公債費比率
（市全体と一部事務組合を含
めた公債費（借入金の支払
い）の標準財政規模に対す
る割合をみる指標）

１２．５ １１.９ ２５.０ ３５.０

将来負担比率
（市全体と一部事務組合、公
社・出資法人などを含めた
将来的な負担の標準財政規
模に対する割合をみる指標）

１００．１ ８５.５ ３５０.０

事　　業　　名 決　算　額

障害者自立支援給付事業 ６億１，３４１万円

施設介護サービス給付事業 ２４億３，０２９万円

国民健康保険一般被保険者療養給付費 ４４億９，０８１万円

後期高齢者医療事業 ８億５，７２６万円

生活保護扶助事業 ４億２６６万円

観音寺幼稚園建設事業 １億４，０５１万円

観音寺小学校建設事業 １７億３，１６５万円

小学校施設大規模改造事業（大野原小学
校等）

１億６４３万円

新庁舎建設事業 ３億１，２０５万円

新市民会館建設事業（実施設計等） ８，２４５万円

日本学生トライアスロン選手権大会開催
事業

６３１万円

住宅用太陽光発電システム設置補助事業 １，３５８万円

運動公園サブ体育館建設事業 １億７，５４８万円

水道施設耐震化事業 ４，５６２万円

公共下水道事業（下水道管敷設等） ２億６，７４７万円

一般廃棄物収集運搬、処理委託事業 ３億６，５４８万円

浄化槽設置補助事業 １億７２０万円

高品質園芸作物生産拡大条件整備事業 １，６７３万円

新規就農者サポート、活動支援事業 １，０４１万円

元気地域商品券等発行補助事業 １，６００万円

事　　業　　名 決　算　額

広報費（広報紙、ホームページ、ケー
ブルテレビ文字放送、オフトーク等）

２，７３３万円

自治会活動支援事業（自治会協議会活
動補助金等）

２，５８１万円

人権教育推進・人権啓発活動委託事業 ２７５万円

地籍調査事業 ２，２６４万円

瀬戸内国際芸術祭開催事業 ２，７４１万円

道路改築事業（市道出晴立野線等） ９，８７９万円

のりあいバス運行事業 ３，８４９万円

伊吹地域漁港整備事業 ２，３６１万円

室本港津波高潮対策事業 ６，０００万円

消防ポンプ車整備事業 １，７３６万円

地域住宅支援交付金事業（東丸山団地等） ３，１６１万円

がん検診事業（胃がん、子宮がん、肺
がん、大腸がん、乳がん、前立腺がん）

４，５９５万円

地域子育て支援拠点事業 ３，７００万円

予防接種事業（子宮頸がん、ヒブ、小
児用肺炎球菌等）

１億２，４９０万円

保育所運営事業 ８億１，４６０万円

観音寺保育所建設事業 ７億１，４８９万円

放課後児童健全育成事業 ３，１５１万円

妊婦・乳児健康診査事業 ４，８９４万円

児童手当事業 ９億９，９０９万円

子ども医療費助成事業 ２億４，４６９万円
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水道事業を公表します

「水は限りある資源です
　　　　　大切に使いましょう」

水道局　☎２５−５２１２

○平成２５年度末の状況

給水人口　６万２，２７６人

給水戸数　２万３，９６７戸

普及率　　９９．２％

年間総配水量　　８９２万８，０４８立方メートル

１日平均配水量 　　２万４，４６０立方メートル

年間有収水量　　７２８万１，８６６立方メートル

１日平均有収水量 　１万９，９５０立方メートル
○香川用水の受水状況

年間受水量　　　５２２万８，００５立方メートル

１日平均　　　　 　１万４，３２３立方メートル

（総配水量の５８．６％にあたり、受水費は総費用

の２７．６％を占めています）

収

　入

給水収益 １４億１，６３３万円 ９７．１％
受託工事収益 １，２８８万円 ０．９％
分担金・その他 ３，０１５万円 ２．０％

合　　　計 １４億５，９３６万円 １００．０％

支

　
　
　出

人件費 １億５，６８３万円 １２．３％
物件費 ２億６，４１３万円 ２０．７％
動力費 ４，４７３万円 ３．５％
薬品費 ５８３万円 ０．５％
受水費 ３億５，２８０万円 ２７．６％
減価償却費 ３億４，４３８万円 ２６．９％
資産減耗費 ２，８６１万円 ２．２％
支払利息 ３，９６３万円 ３．１％
その他 ４，１９７万円 ３．２％

合　　　計 １２億７，８９１万円 １００．０％

○新設改良事業

県道観音寺池田線（茂木地区）、県道丸亀詫間豊

浜線他２線（花稲地区）、西讃南部農道（和田地

区）に配水管を布設
○老朽配水管改良工事

市道粟屋堂之岡線（新田町）、市道中学校線（中

姫地区）、市道山城屋線（和田地区）を実施
○水源地の拡張事業

丸山水源地拡張整備（土木）工事等を実施

　給付金の申請書（請求書）が届いている

人で、まだ申請を済ませていない人は早め

に申請してください。

申請期限：平成２７年１月５日（月）

※当日消印有効（申請期限を過ぎると、給

付金の受け取りができなくなります）

受付窓口：市役所本庁地下１階会議室

受付時間：午前１０時～午後４時（土・日曜

日、祝日、年末年始を除く）

問い合わせ先

　　　　給付金受付窓口　☎２３－３９８１

　　　　子育て支援課　　☎２３－３９６２

注意：電話や口頭、匿名での意見は不可

案件名
観音寺市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例（案）

公募期間 １１月４日（火）～１２月３日（水）

提出方法

指定の意見書に必要事項を明記の上、下記
へ郵送またはＦＡＸ、電子メール、持参に
より提出

（郵送の場合は、当日消印有効）

提出先

〒７６８－８６０１（住所記載不要）
観音寺市教育委員会生涯学習課生涯学習係
　ＦＡＸ　０８７５－２３－３９６５
　Ｅメール　ｓｈｏｕｇａｋｕ＠ｃｉｔｙ.ｋａｎｏｎｊｉ.ｌｇ.ｊｐ

資　　料
配置場所

生涯学習課、市役所総合案内所、各支所、
市ホームページ

問い合わせ先 生涯学習課生涯学習係　☎２３－３９４３

平成２５年度決算

主な建設改良工事

忘れていませんか？

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

パブリック・コメントを
募集します

平成２５年度収支状況

貸 借 対 照 表 平成２６年３月３１日現在

・固定資産　　⑴有形固定資産　
 　　　⑵無形固定資産 
 　　固定資産合計　
・流動資産　　⑴現金及び預金等 
 　　　⑵貯蔵品
 　　　⑶その他流動資産
　　　　　　流動資産合計
　　　　　資　産　合　計

・固定負債　　⑴引当金　
　　　　　　固定負債合計
・流動負債　　⑴未払金
　　　　　　　⑵預り金等 
　　　　　　流動負債合計
　　　　　負　債　合　計

・資本金　　　⑴自己資本金 
 　　　⑵借入資本金 
 　　資本金合計 
・剰余金　　　⑴資本剰余金 
 　　　⑵利益剰余金
 　　剰余金合計 
　　　　　資　本　合　計
　　　負　債　資　本　合　計

９４億５，０５８万円
５，９８４万円

９５億１，０４２万円
１６億９，７５２万円

７９４万円
２億１，７９２万円

１９億２，３３８万円
１１４億３，３８０万円

３億８，３９７万円
３億８，３９７万円
３億５，３２７万円

２，３９１万円
３億７，７１８万円
７億６，１１５万円

５３億９，５６５万円
１８億５１４万円
７２億７９万円

２３億６，３９４万円
１１億７９２万円

３４億７，１８６万円
１０６億７，２６５万円
１１４億３，３８０万円

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部
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認定なし

　子ども・子育て支援法は、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の

量の拡充や質の向上をすすめていくことが目的です。

うちの子は

どうかな？

幼稚園等を利用したい

子どもの年齢が

３歳以上

保育所等を利用したい

新制度では

　・幼稚園や保育所などの利用を希望する場合は、認定申請が必要です。

　・認定されると「認定証」が交付されます。

　・３つの認定区分（下図）があり、その区分によって利用可能施設が変わります。

※私立幼稚園を除く

※認定こども園は、現在観音寺市内にはありません。

※申請や申し込みについては、次ページで確認してください。

※子ども・子育て支援新制度について詳しくは

　　　　　　　（内閣府ホームページ　http : / /www8.cao.go.jp / shoushi / shinseido /）

・小学校以降の教育の基礎を作るため

　の幼児期の教育を行う学校

・教育と保育を一体的に行う施設

・幼稚園と保育所の機能や特徴を併せ持

　つ地域の子育て支援なども行う施設

・就労などのため家庭で保育のできない

　保護者に代わって保育する施設

早わかりチャート

学校教育課　☎５４－５７１０（幼稚園に関すること）

子育て支援課☎２３－３９６２（保育所に関すること）

平成２７年４月から子ども・子育て支援
新制度がスタートします！

認可外保育所 認定の必要がない保育施設

ファミリー・サポ
ート・センター

会員同士で一時的な子育てを助
け合う有償のボランティア組織

病児・病後児保育 病気の子どもや回復途中にある
子どもを保育・看護する事業

一時預かり保育 一時的に保育が必要な児童を保
育する事業

右の事由に該当しますか？

Ａ 該当する　Ｂ 該当しない

子どもの年齢は？

Ａ ３歳以上　Ｂ ３歳未満

START!

・就労（月６４時間以上）
・妊娠、出産
・病気、障がい
・就学
・親族の介護や看護
・求職活動
・虐待やＤＶのおそれが
　あるなど

１号認定

利用可能施設

幼稚園

認定こども園

２号認定

利用可能施設

保育所（園）

認定こども園

３号認定

利用可能施設

保育所（園）

認定こども園

幼稚園

３～５歳

保育所

０～５歳

認定こども園

０～５歳
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受け付け

参考
問い合わせ先

　１１月４日（火）～２１日（金）（土・日曜日を除く）

　（定員に達するまで、受け付けを延長します）

　幼稚園にある 認定申請書 と 入園願書 に記入し、保護者印を押して各幼稚園に提出してください。

３歳児の受け入れ幼稚園
○観音寺幼稚園、柞田幼稚園

　（旧観音寺市内の地区は、通園区域に関係なく入園できますが、

　保護者の送迎が条件です）

○大野原幼稚園、豊浜幼稚園（入園は通園区域に限ります）

３歳児＝平成２３年４月２日～平成２４年４月１日生まれ

４歳児＝平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ

５歳児＝平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生まれ

対象者
　保護者がともに仕事や病気などのため、家庭で

保育できない児童

　（保育の必要が高い児童から順次受け入れます）

申込先
　新規児童：子育て支援課または各保育所（園）

　継続児童：現在通っている保育所（園） 

【注意】
　現在入所待ちで、引き続き入所を希望する人は、

改めて申し込みが必要です。必ず子育て支援課に

連絡してください。

受付期間
　１１月４日（火）～２１日（金）

　（土、日曜日を除く） 

　必要な書類（ 認定申請書 と 申込書一式 ）

は、１１月４日（火）から、子育て支援課また

は各保育所（園）で渡します。

　締め切り前は混雑しますので、早めに申

し込んでください。

【注意】
・待機児童対策のため保護者の就労状況で、

入所の優先順位を決定します

・入所申込み書類に不備がある場合は、入

所選考ができないことがあります
〈市内保育所（園）一覧表〉

保 育 所 名 所　在　地 定　員 対　象

観音寺保育所 観音寺町甲２５５８－２ ２４０人 生後６ヵ月～

粟井保育所 粟井町１４５３ ６０人 ２歳～

伊吹保育所 伊吹町４８６－１ ４５人 １歳～

大野原保育所 大野原町大野原１５３５－２ １２０人 生後６ヵ月～

豊浜保育所 豊浜町和田浜１１２４－１ ９０人 生後６ヵ月～

観音寺ふたば保育園 本大町１４８３－４ １２０人 生後３ヵ月～

柞田保育所 柞田町丙１５３８ １３０人 生後３ヵ月～

高室保育園 高屋町１２－１ ９０人 生後３ヵ月～

愛和保育園 木之郷町２０３ ９０人 生後３ヵ月～

観音寺中部保育園 植田町１２１７－３ １２０人 生後３ヵ月～

くれよん保育園 柞田町乙２４６３－１ ９０人 生後３ヵ月～

問い合わせ先
　子育て支援課保育所係

　　　　　　　　☎２３－３９６２

　学校教育課　☎５４－５７１０

　各幼稚園（上表）

４・５歳児の受け入れ幼稚園

幼　稚　園　名 通　園　区　域（町名）

観音寺幼稚園 ☎５７－５２４０
観音寺町、茂木町、茂西町、有明町、八幡町、天神町、坂本町、
幸町、栄町、昭和町、南町、西本町、港町、三本松町、琴浪町、
瀬戸町、高屋町、室本町、流岡町、村黒町、植田町、出作町

柞 田 幼 稚 園 ☎２４－２６０１ 柞田町、木之郷町（４８８番地２７～３３を除く）

豊 田 幼 稚 園 ☎２７－６１３４ 新田町、原町、池之尻町、木之郷町４８８番地２７～３３

一ノ谷幼稚園 ☎２５－５８８５ 中田井町、本大町、古川町、吉岡町

大野原幼稚園 ☎５４－２０６９ 大野原町

豊 浜 幼 稚 園 ☎５２－５１１０ 豊浜町

平成２７年度

  保育所入所児募集！

市立幼稚園入園児の募集平成２７年度
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食育コーナー

　引田町の野網和三郎さんが三重県伊勢湾の真珠の養殖をヒ

ントにしてハマチを養殖し、日本で初めて香川県でハマチの

養殖に成功しました。最近では、餌にオリーブの葉を与えた

「オリーブハマチ」が人気です。オリーブ葉の粉末を加えた餌

で飼育すると、酸化・変色しにくい肉質へと改善され、さっ

ぱりとした味わいが得られます。オリーブは抗酸化作用があ

るため、現代の健康志向にもよく合います。

★秋のお宝ごはん
★オリーブハマチの

照り焼き
★切り干しダイコン

の煮物
★リーフレタスとハ

クサイのごまドレ
ッシングあえ

★県産金時ニンジン
ゼリー　★牛乳

献立（観音寺学校給食センター）

１１月７日は「県魚ハマチの日」

学校給食課　☎５７－６６６０

（５人分）材　料

ハマチ（５０ｇ）５切れ、調味料（濃い口

しょうゆ大さじ２、みりん大さじ２、酒

大さじ２、レモンいちょう切り５～６枚、

砂糖大さじ１）

作り方

❶レモンは皮つきで１～２ミリのいちょ

う切りにする。

❷調味料（砂糖以外）とレモンを合わせ

てハマチを漬けておく（最低２０分）。

❸オーブンにシートを敷いて❷を並べて

焼く。

❹その間、つけ汁に砂糖を加えて鍋を火

にかけ煮詰める。

❺焼き上がったハマチに❹のたれを塗っ

て２回ほど繰り返して焼く。

☆ポイント…調味料にレモンを加えると、

さっぱりと味良く仕上がります。

横 内 　 稜
りょう

ちゃん

父 栄次さん　母 さおりさん
（大野原町丸井）

福 田 瑛
えい

音
と

ちゃん

父 亮平さん　　　母 朱里さん
（大野原町大野原）

満１歳の子どもを募集

平成２５年１１月生まれ

　１１月４日から、２月生まれの子ども

を募集します。

　応募多数の場合は、先着順です。

申し込み先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

久保田 龍
りゅう

斗
と

ちゃん

父 桂介さん　　母 友視さん
（柞田町）

伊 藤  要
かなめ

ちゃん

父 徹さん　   　　母 麗美さん
（吉岡町）

 
 

高 橋 悠
ゆう

斗
と

ちゃん

父 一範さん　　母 絵里花さん
（出作町）

オリーブハマチの照り焼き
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　観音寺市のマスコットキャラクター「銭形くん」は、市のＰＲのため、いろ

いろなところで活躍しています。

　市や産品のＰＲになると認められる場合には、広く皆さんに使ってもらえる

ことになりました。「銭形くん」を活用して全国へ観音寺市を発信してください。

○「キャラクター使用許可申請書」に関係資料を添えて、企画課へ提出

○キャラクターは、２９パターンに限り使用可能（デザイン変更は不可）

※詳しくは、市ホームページ（市政→まちづくり→交流定住促進事業）を確認

してください。

＜使用例＞

・市内業者が販売する特産品のパッケージにプリント

・銭形くんグッズ作成のための使用

・市内在住者や市ゆかりの人の名刺作成にキャラクターとして使用　など

問い合わせ先：企画課　☎２３－３９１７

　大野原町田野々の法泉寺境内には、約２０本のモミジが植えられて

います。特に樹齢２００年に近い木は、晩秋に赤、朱、黄の色を付

け ｢三色もみじ｣ として有名です。

　琴の優雅な音色と里山の風情を堪能してください。

日　時：１１月１６日（日） 午前９時～午後４時

場　所：法泉寺境内

内　容：琴の演奏（午前１１時～正午、午後２時～午後３時）、野だ

て茶会、地元農産物の即売、木工製品の販売、バザーなど

問い合わせ先：商工観光課　☎２３－３９３３

申し込み・問い合わせ先

　観音寺市観光協会☎２４－２１５０

マスコットキャラクター「銭形くん」を
どんどん活用してください！

キャラクターの使用方法

かんおんじまち歩き
参加者募集

ふるさと観音寺再発見

第１７回もみじ祭り

伊予街道を巡る

観音寺町の歴史を築いた人々

観音寺の秘境有木地区を訪ねて
１１月１２日（水）午前８時５０分

スポッシュとよはま集合

（所要時間２時間）

香川県の西の端、豊浜町を巡

り、町並みや文化を訪ねる

　　２０人

　　１，０００円

（昼食付）

日時

内容

定員

料金

１１月２０日（木）午前９時３０分総合コミュニティーセ

ンター集合（所要時間３時間）

第６８番・６９番札所観音寺・神恵院、興昌寺周辺を

歩き、観音寺の文化や歴史を考える

　　２０人

　　１，０００円（昼食付）

１１月２３日（祝・日）午前９時３０分五郷ダム集合

（所要時間３時間）

有木地区は平家の落人の里と伝えられ、つい最近

まで、源氏の白旗を嫌い、白い花の栽培や白い生

き物の飼育をしなかったといわれている。

雲辺寺山の山裾深い集落を訪ね歩く

　　２０人

　　１，０００円（昼食付）

日時

日時

内容

内容

定員

定員

料金

料金
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男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

大
切
な
人
に
暴
力
な
ん
て
…
、
Ｄ
Ｖ
は
身
近
な
問
題
で
す
‼

　
　
１１
月
１２
日
～
２５
日
は

　
　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

　Ｄ
Ｖ
（
親
密
な
関
係
の
中
で

起
こ
る
暴
力
）
は
、
相
手
を
「
自

分
だ
け
の
も
の
だ
」
と
思
い
込

み
す
ぎ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
し
て
「
思
い
通
り
に

支
配
」
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、

大
切
な
人
を
思
う
気
持
ち
が
、

暴
力
へ
と
変
質
し
た
も
の
で
す
。

　Ｄ
Ｖ
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
問
題
で
す
が
、
そ
の

被
害
は
周
り
か
ら
分
か
り
に
く

く
見
え
に
く
い
の
が
実
態
で
す
。

も
し
、
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
話
し
や
す
い
人

に
相
談
す
る
か
、
下
記
の
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
相
談
を
受
け
た
場
合

は
、
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、「
あ

な
た
の
責
任
で
は
な
い
よ
」
と

言
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
自
分
た
ち
だ
け
で
解
決

し
よ
う
と
思
わ
ず
、
相
談
で
き

る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２３

−

３
９
５
７

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

★
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

月
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

Ｅ
メ
ー
ル
相
談
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
で
検

索
、
ま
た
は

下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
）

★
香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
♯
９
１
１
０
（
全
国
共
通

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

０
１
１
０

最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談
可

◎
緊
急
の
場
合
は
一
一
〇
番
へ

観音寺市委託事業
観音寺市ファミリー・サポート・センター

申し込み・お問合せ

～地域で子育てをサポートしよう～

　ファミリー・サポート・センターでは、子どもたちや子育て中の家族のために、短時間

子どもを預かってくれたり、送迎を手伝ってくれる『まかせて会員』の養成講座を開催し

ます。子育て支援に関心がある人で、「地域で子育ての役に立ちたい」「子育ての経験を活か

したい」「子どもが大好き」で心身共に健康な２０歳以上の人の申し込みをお待ちしています。

観音寺市ファミリー・サポート・センター
　観音寺市坂本町一丁目１番６号

　　観音寺市社会福祉協議会内

　　　　　　　　☎２５－７７７３（代表）

月　日 時　間 講　座　内　容 場　所

１１／１９（水）
９：００～１０：３０ 事業を円滑にすすめるために

社会福祉センター

２階会議室

１０：３０～１２：００ 心の発達と保育者のかかわり

１１／２１（金）
９：００～１０：３０ 保育の心・子どもの世話

１０：３０～１２：００ 子どもの遊び

１１／２６（水）
９：００～１０：３０ 安全・事故

１０：３０～１２：００ 子どもの栄養と食生活

１１／２８（金）
９：００～１０：３０ 子どもの身体の発育と病気

１０：３０～１２：００ 小児看護の基礎知識

まかせて会員養成講座開催
受講無料定員４０人
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　社会の中には、障がい（身体、知的、精神、発達等）がある人、子ども、高齢者など、外見

から生活のしにくさが分かる人ばかりではありません。一生懸命なのに誤解されたり、理解し

てもらえないことでつらい思いをしている人もいます。これは本人の性格や努力不足、親のし

つけなどが原因ではありません。

　お互いを理解し、お互いに気に掛けることがとても大切です。

広汎性発達障害

相談会等 内　　　　容 日　　　時 場　　　所 予約 問い合わせ先

青年・成人の発
達障がいに関す
る相談会

発達障がいや、それに近い
悩み事のある本人、家族、
地域の人、職場の人等の相
談を香川県発達障害者支援
センター「アルプスかがわ」
が行う。

１１月１７日（月）
１０：００～１２：００
※次回２月１６日

（月）予定

観音寺市福祉事務所
ふれあい相談室

必要
社会福祉課障がい者福
祉係
☎２３－３９６３

視覚障がい者対
象相談会

目が見えない人・見えにく
い人とその家族や関係者へ
の相談支援と、福祉用具試
用体験会を実施

１１月２１日（金）
１０：００～１２：００

観音寺市福祉事務所
身障者会議室

不要
香川県視覚障害者福祉
センター
☎０８７－８１２－５５６３

高次脳機能障害
相談会

高次脳機能障害のために、 
今後の生活等について悩み
がある本人、家族等への相
談会

１１月２８日（金）
１０：００～１２：００

観音寺市福祉事務所
身障者会議室

不要
障害者生活支援センタ
ー結
☎７４－７２１１

障がい者虐待に
関する相談・通
報

養護者による身体的な障が
い者虐待などに関する相談
・通報窓口

２４時間
休日・夜間等は
守衛

観音寺市社会福祉課
障がい者福祉係

不要
観音寺市障がい者虐待
防止センター
☎２３－３９６３

　発達障がいは障がいの困難さが目立ちますが、優れた能力を発揮している場合もあり、アン

バランスな様子が周りから見て理解されにくい障がいです。

例１：公共交通機関の優先席を利用している人の中には、どうして利用しているのか外見から分

からない人がいます。「心臓が悪い」「妊娠中でお腹はまだ目立ってないけれど具合が悪い

人」などがいます。

例２：音や言葉などは、みんな同じように聞こえているわけではありません。聞こえない人、ま

た同じ音でもとても敏感に不快な音として捉える人もいれば、聞こえにくい人もいます。

広汎性発達障害 理解されにくい面 優れている面

自閉症
急に予定が変わったり、初めての場所に行っ
たりすると不安になり動けなくなったりする

よく知っている場所では一生懸命、活動に
取り組むことができる

アスペルガー症候群
他の人と話をしているときに、自分のことば
かり話してしまい制止されないと止まらない

大好きなことは、専門家顔負けの知識を持
っていることがある

注意欠陥多動性障害
（ＡＤＨＤ）

大事な仕事の予定を忘れたり、大切な書類を
置き忘れたりすることがよくある

気配り名人、困っている人がいれば誰より
も早く気づいて手助けすることができる

学習障害（ＬＤ）

会議などで大事なことを忘れないようメモを
とるが、本当は書くことが苦手なので、書く
ことに必死になりすぎて、内容が分からなく
なることがある

苦手なことを少しでも楽にできるように、
ボイスレコーダーを使いこなしたり、他の
方法を取り入れる工夫をすることができる

「発達障がい」とは？

障がい者等に関する相談会（無料）

障がいがある人などへの理解をお願いします！！

例えばこんな人もいます！！

知的な遅れを伴うこともある

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）
●不注意（集中できない）
●多動・多弁（じっとしていられない）
●衝動的に行動する（考えよりも先に動く）

自閉症
●言葉の発達の遅れ　●コミュニケーションの障がい
●対人関係・社会性の障がい　●パターン化した行動、こだわり

アスペルガー症候群
●基本的に、言葉の発達の遅れはない
●コミュニケーションの障がい　●対人関係や社会性の障がい
●パターン化した行動、興味・関心の偏り
●言語発達に比べて不器用

学習障害（ＬＤ）
●読む、書く、計算する等の能力が、全体

的な知的発達に比べて極端に遅れている
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「貴重な文化財と美しい眺めの母神山を歩く」

　健康運動指導士による、快適に歩く指導や、

文化財ナビゲーターによる文化財等の説明があ

ります。普段は見ることができない鑵
かん

子
す

塚古墳

の見学もあります。

１１月１４日（金）午前８時３０分集合（木之郷公民

館）～午前１１時３０分

千尋神社や三谷池、総合運動公園内の鑵
かん

子
す

塚

古墳を見学する、全長約４㎞のコース

無料

タオル、帽子、飲み物、雨具（天候により）、

「ふる里探検隊」の冊子（持っていない人には

当日渡します）

１１月７日（金）までに申し込みが必要

　保健センター　☎２３－３９６４

香川県在宅医療連携拠点事業

１１月２４日（休・月）午後１時３０分～午後３時

観音寺グランドホテル

「死ぬまで生きる、いきいきとしみじみと」

講師／大野内科（四万十市）　小笠原望院長

三豊総合病院　☎５２－３３６６

１１月は子ども・若者育成支援強調月間

　青少年が健やかに育ち、豊かな人間に成長・自立

することを願って、少年育成センターではさまざま

な広報や啓発活動をしています。

○市役所に、啓発標語の懸垂幕を掲示

○広報車による啓発

○健全育成キャンペーン

１１月４日（火）午後４時から、市内量販店の店頭で

チラシやポケットティッシュを配布

問い合わせ先：少年育成センター

　　　　　　　　　　　☎２５－４２５１

（いじめ相談電話併設）
　不登校やいじめ、非行などの問題

行動、子育てや子どもの発達につい

ての悩みなど、一人で悩まず気軽に

相談してください。

相談時間：午前８時３０～午後５時

（土・日、祝日を除く）

メール相談

ｍａｚｕ１ｐｏ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ
まず一歩（いっぽ）

☎２３−０９００

１１月９日（日）午前９時～午後２時

観音寺市役所庁舎前（ふくしまつり会場）

観音寺地区献血推進協議会

観音寺ライオンズクラブ

１１月１５日（土）午前９時～午後４時

豊田公民館　　豊田地区献血推進協議会

持

主

主

●食べて治して、ハッピーライフ

１１月１４日（金）午後２時～午後３時

受療率全国１位！糖尿病とはどんな病気？

生活習慣を見直して糖尿病を予防する

１１月２８日（金）午前１０時～正午

調理実習＝野菜たっぷり鍋料理～ヘルシー

に食べる具材の選び方～

６００円

●腎臓病教室

１１月２０日（木）午後３時３０分～午後５時

腎臓病食の基本／腎臓の検査　

●夜間糖尿病教室

１１月１３日（木）午後６時～午後７時

糖尿病に効果的な運動を知ってみよう

各教室とも予約が必要

　同病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　　☎５２－２７２６

みとよサプリ
１１月１９日（水）午後１時３０分～午後２時

退院調整システムについて

三豊総合病院南棟ホール

同病院　　☎５２－３３６６

三豊総合病院健康教室

料

料

注

注

健康
だより

健康づくり・ふる里探検ウオーキング

住民フォーラムの開催

いのち輝くみんなの未来 やまびこ テレホンコーナー
子ども・若者相談

献血に協力してください

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

持参物持 問合先申込先注意注

主催主

人数
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第２次ヘルスプランの推進元気印のかんおんじ２１

第２回 子どもたちに「体験学習」を！
体験で得た感動は「一生の宝物」「生きる力」！
いろいろな生活体験をさせてあげてください。

各学校での農作業体験

　栄養・食生活・食育グループでは、健全な食生活を実践できる人を幅広く

増やしていこうと取り組みを実施しています。

　第１回は「地域の食文化の伝承」チラシ（下記）を作成し、７月に配布。

　今回は、推進委員が調査した子どもたちの「体験学習」を紹介します。

　市や各種団体では子どもたちの体験学習を支援し、いろいろな生活体験を

通して子どもたちが、体も心も大きく成長してくれることを願っています。

　詳しくは、それぞれの団体等へ問い合わせてください。

　市のＨＰにも掲載します。ぜひご覧ください。

地引網

【問い合わせ先】

花稲地区地曳網実行委員会

事務局　☎５２－３０１５

わくわく体験教室
（農作業体験）

注意：農作業体験は、わくわく体験教室の一部プログラム
【問い合わせ先】

生涯学習課　☎２３－３９４３

いちご狩り
【問い合わせ先】

ＪＡ香川県三豊営農センター

☎２５－０２６０

親子お魚料理教室

【問い合わせ先】

農林水産課

 ☎５４－５７０１

調理実習
【問い合わせ先】

観音寺市食生活改善
推進協議会事務局
☎２３－３９６４

栄養・食生活・食育グループ

「地域の食文化の伝承」チラシ（７月配布）
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　豊浜保育所の３・４・５歳児と三豊工業高校の生徒
との交流がありました。子どもへの理解を深め、生命
の尊さを考えてもらおうと毎年実施しているもので、
１年生電子科の１８人の生徒たちが参加。子どもたちは、
歓声を上げながら一生懸命に玉入れをしたり、絵カー
ドを使ったしりとりでは一緒に手をつないで絵を探し
たりして、お兄さんたちとの触れ合いを楽しみました。

　香川県消防学校で県消
防操法大会が開催されま
した。競技では、ポンプ
車からホースをつなぎ放
水体勢をとるまでのタイ
ムや操法の正確さなどを
競いました。本市からは、
大野原第２方面隊萩原分団が出場。日ごろの訓練の成
果を発揮し、見事優勝を勝ち取りました。

お兄ちゃんと一緒に運動会ごっこ

優勝おめでとうございます！14
9

　豊浜長寿会連合会の会員が、交通安全教室で電動車
いすの乗り方などを学びました。これは、高齢者の電
動車いすでの交通事故を防ぐために、観音寺警察署の
協力で開かれたものです。乗車する際の注意を聞いた
あと、「運転は緊張する」と言いながら交通安全を意識
し一人ひとりが約４分のコースを慎重に運転していま
した。

　常磐小学校で、群馬交響楽団のオーケストラ公演が
ありました。これは、全国の小、中学生が一流の文化
芸術に触れ、子どもたちの発想力や将来の芸術家の育
成につながるようにと文化庁が行う巡回公演事業の１
つ。子どもたちはこの日のために、合唱曲をＣＤで何
度も練習し、楽団員約６０人が演奏する迫力ある生演奏
に合わせて合唱しました。

貴重な体験に感動したよ

気を付けます！交通安全を再確認

17
9

22
9

19
9

23
9

　まだ暑さが残る秋分の日、第２９回萩まつりが萩原寺
と萩の丘公園で開催されました。琴の音色が流れる境
内で、萩の花を愛でながらゆったりとお茶を楽しんだ
り、元気いっぱい演戯するわが子や見る人を笑顔にす
る腹おどり、ご当地キャラクターたちをカメラに収め
たりして、大人から子どもまでみんながイベントや青
空市を楽しんでいました。

たくさんの人でにぎわいました
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　大野原幼稚園の園児がことしもお手玉クラブの人た
ちにお手玉遊びを教えてもらいました。初日には３歳
児８６人、次の日は５歳児９０人、最終日は４歳児７３人が
「どんぐりころころ」の歌に合わせてお手玉を揺すった
り投げたり頭に載せたりして大喜び。楽しくて思わず
笑顔がこぼれていました。１個のお手玉から素敵な笑
顔と笑い声が遊戯室いっぱいに広がりました。

▲娘さん２人と笑顔で記念撮影の山路澄子さん

お手玉遊びで笑顔いっぱい！
　９０歳の長寿をお祝いして、南町の山路澄子さんなど
訪問を希望した次の１５人の方を白川市長が訪問。こと
しの対象者は２７８人でした。
山路澄子、牧野ハルヱ、石川幸、藤原トキ子、川西ア
ヤ子、合田富善、石井重雄、吉田義寛、篠原潔、松原
淺雄、小西チヱ子、牧ミサヲ、請川道惠、小西豊子、
大西アキヱ　　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

「いつまでもお元気で」と顕彰訪問

28
9

1
10

5
10

6
10

3
10

第６９回国民体育大会出場／陸上監督＝藤岡英陽、陸上
選手＝久保田真吾、合田実加、福田梨紗、大川愛華、
藤田いづみ、加藤翔、曽我歩希、大久保圭介、大久保孝、
銃剣道監督＝石川慎也、銃剣道選手＝向井達矢、山岳
監督＝高橋一生、アーチェリー監督＝宮武孝明、レス
リング選手＝黒川達也、カヌー選手＝薦田遥、空手道
選手＝小野楓　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

県、市の代表として力を尽くします

　スポーツを通して世代間の交流を図ろうと始まった
大野原てんこもりスポレク祭。腰をかがめて器用に不
安定なたるを回す子どもたちの「伝統！たる廻し」、３
人が気持ちを１つに掛け声に合わせて競技する分団対
抗得点種目の「むかで競争」。世代を超え参加した約
６３０人の選手たちは、それぞれの競技を楽しんだり、
拍手や歓声で仲間を応援したりしていました。

いい汗といい笑顔で頑張りました
　粟井保育所で４歳児（１９人）・５歳児（１２人）の子ど
もたちが、白雪粉作りをしました。菓子店の藤村さん
に作り方やこつを教わりながら、４歳児はおうちの人
と一緒に、桃や鶴などさまざまな模様の木型の中から
好きな模様を選んで、材料の粉を詰めたり押したり。
出来上がった白雪粉を見て「うわーきれい」「上手に出
来たー」と、うれしそうな声を上げていました。

　小学１年生から６年生までの３３人が参加して、旧観
音寺東小学校体育館でファミリースポーツ大会があり
ました。低学年は、バランスボールで地面を転がすド
ッジボールや体幹トレーニング、高学年は直径約１２０㎝
のキンボールを使ったゲームに挑戦。４人１組の３チ
ームで対戦、大きなボールを落とさないようにコート
を駆け回り、カナダ生まれのスポーツを楽しみました。

元気に運動をして、気分もすっきり

きれいな白
はく

雪
せつ

粉
こう

が出来たよ

9 10
1.326・
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　災
害
時
に
は
、
食
料

品
販
売
店
が
備
蓄
品
を

開
放
す
る
と
聞
い
た
が
本
当
か
。

　食
料
品
販
売
店
が
商

品
を
開
放
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
市
は
一

部
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

災
害
時
援
護
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
市
に
対
し
て
食
料
品
や

生
活
用
品
を
優
先
的
に
融
通
し

て
も
ら
え
ま
す
。

　食
料
品
以
外
に
も
飲
み
水
や

救
助
、
避
難
に
必
要
な
品
物
を

援
護
し
て
も
ら
う
援
護
協
定
や

避
難
所
を
提
供
し
て
も
ら
う
協

定
な
ど
を
約
４０
件
締
結
し
て
い

ま
す
。

　地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災
害

時
に
は
食
料
が
底
を
つ
き
、
全

国
か
ら
の
物
資
支
援
も
す
ぐ
に

は
届
か
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
各
家
庭
で
も
、
最
低
３

日
分
、
で
き
れ
ば
１
週
間
程
度

の
備
蓄
が
望
ま
れ
ま
す
。

　備
蓄
す
る
食
料
は
、
主
食
（
ご

は
ん
、
パ
ン
な
ど
）、
主
菜
（
肉
、

魚
、
卵
な
ど
）、
副
菜
等
（
野
菜
、

キ
ノ
コ
、
イ
モ
類
な
ど
）
を
意

識
し
、
お
米
を
中
心
に
通
常
購

入
し
て
い
る
保
存
性
の
高
い
食

料
品
を
少
し
多
め
に
買
い
置
き

し
、
消
費
分
は
買
い
足
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年

に
１
回
は
賞
味
期
限
等
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
市
で
男
女
の

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事
業

は
な
い
か
。　男

女
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
「
婚
活
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議

所
な
ど
が
中
心
に
な
り
実
施
し

て
い
る
「
結
婚
定
住
促
進
事
業
」

に
対
し
て
、
市
が
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

　例
年
、
春
と
冬
の
２
回
実
施

し
て
お
り
、
１２
月
に
は
「
ク
リ

ス
マ
ス
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。（
２２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　詳
し
く
は
、
観
音
寺
商
工
会

議
所
（
☎
２５

−

３
０
７
３
）、 

観

音
寺
市
大
豊
商
工
会
（
☎
５４

−

２
１
５
９
）、
観
音
寺
市
大
豊
商

工
会
豊
浜
支
所
（
☎
５２

−

２
５

３
６
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　道
路
に
障
害
物
が
落

ち
て
い
た
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。　県

道
に
落
ち
て
い
る

場
合
は
西
讃
土
木
事
務

所
（
☎
２５

−

１
０
０
１
）、
市
道

　高
齢
者
の
事
故
が
多

く
、
自
分
の
身
を
守
る

た
め
の
交
通
教
室
を
開
催
し
て

ほ
し
い
。

　市
で
は
、
年
少
者
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
、
市
交
通
対
策
協

議
会
を
中
心
に
交
通
安
全
教
室

や
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
充

実
さ
せ
、
市
民
の
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
、

交
通
事
故
の
無
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　特
に
高
齢
者
の
方
に
は
、
交

通
安
全
母
の
会
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
会
場
を
訪
問
し
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
講
話

や
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出

時
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し

て
、
蛍
光
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
蛍
光

ベ
ス
ト
、
反
射
材
等
を
身
に
着

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
演
す

る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　交
通
教
室
の
開
催
は
、
市
民

課
市
民
生
活
係
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

の
場
合
は
、
市
建
設
課
（
☎
５２

−

１
２
１
０
）
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
道
路
が
ど
こ
の

所
管
な
の
か
わ
か
ら
な
い
場
合

は
建
設
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　建
設
課

　☎
５２

−

１
２
１
０

　年
末
に
別
の
市
へ
転

出
予
定
だ
が
、
平
成
２６

年
度
の
住
民
税
は
ど
こ
に
納
め

れ
ば
よ
い
か
。

　住
民
税
は
、
１
月
１

日
に
居
住
し
て
い
る
（
住

民
票
が
あ
る
）
自
治
体
で
、
前

年
の
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
の
１
年
間
の
所
得
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
住
民
税
の

納
付
は
、
１
月
１
日
に
居
住
し

て
い
た
自
治
体
へ
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
年
末
に

転
出
し
た
場
合
で
も
、
平
成
２６

年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
は
観

音
寺
市
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

AA

A

Q

Q

QQ

Q
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　
　身
近
に
あ
る
人
権
課
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　迷
信
と
人
権

　私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中

で
「
食
事
の
す
ぐ
あ
と
に
横
に

な
る
と
牛
に
な
る
」「
茶
柱
が
立

つ
と
良
い
こ
と
が
あ
る
」「
霊
き

ゅ
う
車
を
見
た
ら
親
指
を
隠
す
」

な
ど
の
言
い
伝
え
を
、
聞
い
た

り
使
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え

の
理
由
を
探
る
と
、
先
人
の
知

恵
や
経
験
が
も
と
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
縁
起

を
か
つ
ぐ
人
た
ち
の
迷
信
と
い

え
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　迷
信
に
は
、
人
の
運
命
や
生

き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
も
の
が
あ
り
、
血
液
型
に

よ
る
運
勢
占
い
や
性
格
占
い
も

そ
の
一
例
で
す
。
本
人
の
意
思

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
血
液

型
に
よ
っ
て
、
人
を
分
類
し
た

り
価
値
付
け
し
た
り
す
る
考
え

方
は
、
社
会
的
差
別
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
葬
儀
で
配
ら
れ
る
清

め
塩
は
、
死
者
の
ケ
ガ
レ
を
清

め
る
と
い
う
迷
信
に
基
づ
い
て

い
る
も
の
で
す
が
、
ど
の
宗
教

も
亡
く
な
っ
た
人
を
尊
ぶ
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
ケ
ガ
レ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
思

い
込
み
に
よ
っ
て
偏
見
を
持
っ

た
り
、
差
別
に
つ
な
が
る
よ
う

な
言
葉
を
何
気
な
く
使
っ
た
り

おめでとう
　　　ございます
平成２５年度
　　人権作品優秀賞

中部中学校 3 年（平成 25 年度）
藤田　恵さん

観音寺小学校 6 年
久保　菜摘さん

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な

社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
、
家

庭
や
地
域
か
ら
差
別
に
つ
な
が

る
よ
う
な
言
葉
づ
か
い
や
表
現

を
無
く
す
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

言
葉
や
態
度
に
、
人
権
尊
重
の

気
持
ち
が
自
然
に
現
れ
る
よ
う

な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
、
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
香
川
人
権
研
究
所

発
行
「
暮
ら
し 

仕
事 

人
権
」
か
ら

一
部
引
用
）

【日時】１１月３０日（日）　午後１時２０分～

【場所】大野原会館

【講師】島田妙子氏

【演題】～被虐待の淵を生き抜いて～「命の鼓動」

【問い合わせ先】人権課　☎２３－３９２８

　両親の離婚・再婚、養護施

設での生活、継母だけでなく

実父による壮絶な虐待を経験。

「児童虐待の防止」や「大人の

心を助ける」講演活動等を行

っており、実体験をもとにし

た話には、体験したからこそ

伝えることができるとの定評

を得ている。

　法務省では、全国の法務局に専用相談電話

「女性の人権ホットライン」を設置し、女性の

人権問題の相談を年間を通して受け付けてい

ます。

　また、法務省や全国人権擁護委員連合会で

は、毎年強化週間に、平日の電話相談時間の

延長や、休日の電話相談を実施しています。

１１月１７日（月）～２３日（祝・日）

午前８時３０分～午後７時

（土・日曜日は午前１０時～午後５時）

　強化週間以外は、午前８時３０分～午後

５時１５分（土・日、祝日を除く）

　　　　　　人権課　☎２３－３９２８

☎０５７０－０７０－８１０

プロフィール

入場料無料人権講演会 女性の人権ホットライン

専用電話相談

注意

問い合わせ先

強化週間中の相談



18

問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　観
音
寺
小
学
校
区
に
お
い
て

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

１１
月
３０
日
（
日
）
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
０
時
３０
分

観
音
寺
小
学
校
運
動
場
、
体

育
館
、
防
災
広
場

広
報
訓
練
、
避
難
訓
練
、
救

出
・
救
助
訓
練
、
消
火
訓
練
、

水
防
工
法
訓
練
、
応
急
救
護

訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
等

天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
４
０

　現
在
、
住
所
を
表
す
の
に
使

わ
れ
て
い
る
観
音
寺
市
観
音
寺

町
甲
○
○
番
地
と
い
う
表
示
は
、

番
地
が
飛
ん
で
い
た
り
、
一
つ

の
地
番
に
た
く
さ
ん
の
枝
番
が

あ
っ
た
り
し
て
、
土
地
の
様
子

を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
で
も
地

番
か
ら
家
を
探
す
こ
と
は
難
し

く
、
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な

不
便
を
来
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す

る
た
め
に
、
町
の
境
界
を
道
路
や

河
川
、
鉄
道
な
ど
で
区
切
り
、
建

物
に
番
号
を
付
け
て
住
所
を
表

す
住
居
表
示
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
の

間
に
こ
と
し
初
め
て
保
険
料

を
納
付
し
た
人
は
、
翌
年
２

月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
１１
月
４
日
～
平
成

２７
年
３
月
１６
日
）

☎
０
５
７
０

−

０
５
８

−

５
５
５

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生

労
働
省
と
協
力
し
て
、
１１
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、

公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
と
し
か
ら
高
齢
期

の
生
活
設
計
を
考
え
る
日
と
し

て
、
１１
月
３０
日
を
「
年
金
の
日
」

と
し
、
自
分
の
年
金
記
録
や
年

金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
で
き

る
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
の
活

用
も
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　市
で
は
、
平
成
２２
年
度
に
「
第

２
次
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
第
２

次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　平
成
２５
年
度
は
、
市
税
等
の

収
納
率
の
向
上
や
民
間
委
託
の

導
入
、
未
利
用
地
の
売
却
、
職

員
数
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
、

約
８
億
９
千
万
円
の
削
減
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

１１
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

市
内
全
域

訓
練
の
た
め
、
早
朝
に
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
が
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

危
機
管
理
課
☎
２３

−

３
９
４
０

　住
居
表
示
実
施
の
メ
リ
ッ
ト

○

緊
急
時
の
、
現
場
確
認
が
容

易
に
な
る

○

郵
便
や
配
達
物
が
ス
ム
ー
ズ

に
届
く

○

初
め
て
訪
れ
る
場
所
で
も
目

的
の
場
所
が
す
ぐ
分
か
る

○

行
政
事
務
が
効
率
化
さ
れ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る

な
ど

　市
で
は
今
後
も
住
居
表
示
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
民
課
☎
２３

−

３
９
２
４

　
　市
民
課
☎
２３

−

３
９
２
４

　国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
２６
年

１
月
か
ら
１２
月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
で
す
。
過
去
の
年
度
分

や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ

ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
１１
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
に
、
必
ず
添
付

注

注

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
を
郵
送

１１
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
！

注 市
消
防
団
防
火
パ
レ
ー
ド

観
音
寺
市
第
２
次
集
中
改
革

　
　
　
プ
ラ
ン
の
取
組
実
績

観
音
寺
市
総
合
防
災
訓
練

住
居
表
示
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

平成27年５月開庁予定の新庁舎
建設工事進捗状況

　新庁舎全体が見えるようになりました。今後

は屋上部分と内装の仕上げ作業に入ります。工

事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解と

ご協力をお願いします。

　　　　　　問い合わせ先

　　　　　　　庁舎等整備課　☎２３－３９５１

１０月１４日、中央図書館からの全景
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
。
誘
い
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
２９
日
（
土
）
・
３０
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

小
学
校
（
書
写
、
図
画
工
作
、

家
庭
科
）
、
中
学
校
（
書
写
、

美
術
、
技
術
・
家
庭
科
）

教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

９
０
０
３

１１
月
３０
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

柞
田
公
民
館

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ス
ー
ダ
ン
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
中
国
、
イ

タ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日

本
な
ど
の
料
理

１
、
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
が
必
要

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

　自
治
会
組
織
は
、
そ
の
地
域

に
住
む
人
た
ち
が
会
費
や
運
営

方
法
な
ど
を
決
め
て
活
動
す
る

自
主
的
で
自
立
し
た
団
体
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

①
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
親
睦
が
深
ま
り
、
支
え

合
う
関
係
が
で
き
る

②
登
下
校
の
子
ど
も
の
見
守
り
、

自
治
会
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
地
域
防
犯
、
災
害
時

の
助
け
合
い
活
動
の
向
上
が

期
待
で
き
る

③
地
域
の
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る

④
日
常
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
相
談
で
き
、
安
全
安

心
な
生
活
が
も
た
ら
さ
れ
る

　自
治
会
へ
の
加
入
は
、
地
域

の
自
治
会
や
各
公
民
館
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　市
民
課
市
民
生
活
係
内

　自
治
会
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、

　あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

　介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識

を
深
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
や
家
族
、
介
護
従
事
者
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

で
の
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進

す
る
日
と
し
て
１１
月
１１
日
が
「
介

護
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
に
暮
ら
す
一
人
と
し
て
、

社
会
の
一
員
と
し
て
、
介
護
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
６
８

　（
独
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け
、

新
体
操
マ
ッ
ト
（
男
女
各
１
枚
）

を
購
入
し
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、

地
域
住
民
に
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
と
そ
の
継
続

を
促
進
し
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
活
性
化
を

図
る
も
の
で
す
。

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

１１
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
～
午
前
９
時

　
　
　柞
田
川
河
川
敷
公
園

（
下
出

　清
水
病
院
西
側
）

黒
渕
新
橋
か
ら
下
野
橋
ま
で

草
刈
り
機
が
あ
る
人
は
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。（
ご
み
袋

や
軍
手
な
ど
は
準
備
し
ま
す
）

小
雨
決
行

雨
天
時
は
１６
日
（
日
）
に
延
期

柞
田
川
流
域
水
環
境
保
全
推

進
協
議
会
事
務
局
（
生
活
環

境
課
内
）
☎
２５

−

２
６
９
８

　
　
　道
の
駅
「
と
よ
は
ま
」

　
　
　豊
浜
町
箕
浦

　
　
　
　
　甲
２
５
０
６
番
地

平
成
２７
年
４
月
１
日
～
平
成

３２
年
３
月
３１
日
（
５
年
間
）

募
集
要
項
や
申
請
書
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
政
→

行
政
情
報
→
指
定
管
理
者
制

度
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

料持注

注

主

施
設
名

所
在
地

指
定
期
間

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成

道
の
駅
「
と
よ
は
ま
」
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

小
・
中
学
校

　
教
育
文
化
祭
展
覧
会

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　
お
国
自
慢
の
料
理
大
会

１１
月
１１
日
は
「
介
護
の
日
」

募
　集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

み
ん
な
で
育
て
よ
う　
つ
く
ろ
う

　
　
　
地
域
の
絆
・
自
治
会
の
輪

持注 集
合
場
所

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
　
柞
田
川
清
掃
活
動

　交通指導員は、毎週月・木曜日と県民の交通安全日な
どの朝の通学時間帯に、危険な交差点で交通事故が起き
ないように目を光らせ、安全に道路を横断できるよう交
通指導をしています。また、年間を通して子どもや高齢
者への交通安全教室や各種行事での交通指導などさまざ
まな場面で活躍しています。
　多くの子どもたちを守るためにも、熱意ある交通指導
員を随時募集しています。関心がある人は市民課市民生
活係まで連絡してください。

　最近、携帯電話を使用しながらの運転や、黄色信号で
の交差点進入、導流帯（路面に白線で斜線）に停車する
など交通マナーの悪さが指摘されています。交通ルール
とマナーを守り、交通事故ゼロを目指しましょう。

※導流帯に侵入するのは交通違反ではありませんが危険な行為です

市内の交通事故　９月分
発生件数 ２８件（４２件）

死 者 数 　０人（　０人）

傷 者 数 ３０人（５２人）

交通指導員の活動

市民課市民生活係　☎２３－３９２４

子どもの安全見守り

（　）内は昨年

交通ルールを守りましょう
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

女
子
の
部

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手
４
人
）

　１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

　２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

男
女
混
合
の
部
（
男
性
２
人
ま
で
）

１２
月
７
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
付

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

読
書
で
広
が
る
人
の
わ
、

　
　
　
　
　街
の
わ
、
心
の
わ

　こ
と
し
で
６
年
目
を
迎
え
、

た
く
さ
ん
の
本
に
触
れ
、
本
の

世
界
や
読
書
が
好
き
に
な
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

１１
月
２２
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

１１
月
２３
日
（
祝
・
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
会
議
室

キ
ッ
ズ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
は
な
し
会
、
親
子
で
絵
本

作
り
、
し
お
り
・
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
、
パ
ネ
ル
展
、
読

書
感
想
文
発
表
会
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど

学
校
教
育
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
０

１２
月
７
日
（
日
）（
少
雨
決
行
）

午
前
８
時
３０
分
受
け
付
け

午
後
３
時
ご
ろ
解
散

豊
浜
南
部
集
会
所
集
合

魚
見
山
森
林
公
園
を
中
心
に

往
復
約
１２
㎞
を
歩
く

２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

１１
月
２５
日
（
火
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

１１
月
９
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
、
中
部
中
学
校

１１
月
３０
日
（
日
）

豊
田
小
学
校
、
粟
井
小
学
校

料

料持

資
源
回
収

参
加
者
募
集

健
康
づ
く
り　
冬
季
ソ
フ
ト

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

観
音
寺
子
ど
も
読
書

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

魚
見
山
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
４

ス
ポ
ー
ツ

★リサイクル雑誌・付録の配布
　（１人につき雑誌は３冊・付録は１個まで、なくなり次第終了）
★工作教室
　どんぐりころころ迷路をつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「きたかぜとおんなのこ」ほか

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

今月のおすすめ本

休館日　　　　３・10・17・24日

★古典文学講座 15日（土）　　　９：30～11：30
大野原図書館

★おはなし会
★英語のおはなし会
★映画会
　「そして父になる」主演　福山雅治
★読書感想画展
★つぼみ愛書会
　「日本語八ツ当り」江國滋　著（新潮文庫）
★読書感想文発表会
★観音寺子ども読書フェスティバル

１日（土）　　13：30～14：10
11日（火）　　11：00～11：30
16日（日）　　14：00～16：00

18日（火）～23日（祝・日）
21日（金）　　13：30～

22日（土）　　15：00～16：30
22日（土）・23日（祝・日）

中央図書館

豊浜図書館
１日（土）・２日（日）

８日（土）　　13：30～14：30

22日（土）　　10：30～11：00

　食欲の秋と読書の秋を一緒

に楽しんでみませんか。

　おいしそうな食べ物が登場

する本を集めました！

食欲の秋に読む

おいしい本

「どんぐりむらのほんやさん」
なかやみわ /さく　学研 /出版

「大人から始めるかぎ針あみ」
河合真弓 /著　主婦の友社 /出版

どんぐりむらシリーズ第５弾。今回
は本屋さんが舞台です。秋におすす
めの心温まるすてきな絵本♪

初めてかぎ針を持つ人、やったこと
はあるけど忘れてしまった人…。大
きな文字、大きな写真、大きなあみ
図で分かりやすく解説しています。

月　日 スポーツ行事

１１／３
三観地区中学校ライオンズカップバレーボール
大会　９：００～／市立総合体育館

１６
第１２回全国スポーツ少年団バレーボール香川県
交流大会　８：３０～／市立総合体育館

２２
第４回香川県小学生大会（新体操）
９：００～／市立総合体育館

２３
第９回市民スポーツ祭
８：００～／総合運動公園ほか４会場

２９
西日本最強ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

２９・３０
第２７回豊浜少年野球旗争奪野球大会
８：３０～／豊浜野球場ほか２会場

３０
第１２回銭形杯観音寺オープンバドミントン大会
８：３０～／市立総合体育館

１２／６
三観地区中学校新人駅伝大会
９：００～／総合運動公園

７
第９回観音寺市スポーツ少年団本部長杯学童野球大会
９：００～／豊浜小学校運動場
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

を
自
主
返
納
し
た
人
が
取
得
で

き
る
生
涯
有
効
な
公
的
身
分
証

明
書
（
交
付
手
数
料
千
円
）

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
３
０

１１
月
２１
日
（
金
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
２
時
～
午
後
４
時

香
川
県
農
業
協
同
組
合
三
豊

地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
３
階
大

ホ
ー
ル
（
植
田
町
１
７
３
５
）

事
前
に
送
付
し
た
関
係
書
類

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

１
部
門

　☎
２５

−

２
１
９
１

発
達
障
が
い
児
（
者
）
の

　
　
　
　
　保
護
者
の
つ
ど
い

１１
月
１３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
三

豊
合
同
庁
舎
１
階
協
議
室
）

情
報
交
換
会
等

発
達
面
で
気
に
な
る
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
な
ど

香
川
短
期
大
学
子
ど
も
学
科

講
師

　常
田
美
穂
先
生

事
前
予
約
が
必
要

　同
保
健
対
策
課

　

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

　
　
　考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　香
川
県
で
は
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
県
内
在
住
の

６５
歳
以
上
の
人
が
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
、
温
泉

施
設
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

さ
れ
た
優
遇
店
で
運
転
経
歴
証

明
書
を
提
示
す
る
と
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
を
１１
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。
優
遇
店
の
一
覧
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
（
利
用
料
金
や
割
引
、

ポ
イ
ン
ト
の
加
算
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
発
行
な
ど
）
を
ま
と
め
た

冊
子
を
、
市
や
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
運
転
経
歴
証
明
書
と
は
？

　有
効
期
間
内
の
運
転
免
許
証

２７
年
１
月
）

一
般
＝
１１
月
１
日
（
土
）
～
平

成
２７
年
１
月
９
日
（
金
）
（
試

験
は
１
月
２４
日
（
土
））

受
験
料
と
入
学
金
は
無
料

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

１１
月
１９
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

（
坂
本
町
５

−

１９

−

１１
）

１１
月
１０
日
（
月
）
～
１７
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日
）

電
話
予
約
が
必
要

　高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

６
３
８
４

　日
常
生
活
の
こ
と
、
年
金
、

登
記
、
税
金
、
道
路
、
相
続
、

交
通
安
全
、
労
働
の
こ
と
な
ど

で
お
困
り
の
こ
と
、
聞
い
て
み

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
、
県
、
市
の
職
員
の
他
、
弁

護
士
等
の
専
門
家
が
相
談
を
無

料
で
受
け
付
け
ま
す
。

１１
月
２７
日
（
木
）
午
前
１０
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

３
１
０
３

１１
月
１２
日
（
水
）
～
１４
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

１１
月
１１
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

１１
月
１５
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
１
時

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
子
ど

も
と
保
護
者
、
教
職
員
な
ど

１１
月
４
日
（
火
）
ま
で
要
予
約

　同
校

☎
０
８
７

−

８
６
５

−

４
４
９
２

１１
月
１６
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

同
会
長
佐
々
木

　
　
　
　☎

２７

−

６
３
９
７

募
集
月

　１２
月
、
３
月

　（
各
月
１
日
～
１０
日
頃
）

入
居
資
格

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

○

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
い
る

○

収
入
が
所
定
の
基
準
に
該

当
し
て
い
る

○

県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

○

暴
力
団
員
で
な
い

　香
川
県
建
築
設
計
協
同
組
合

　（
県
庁
住
宅
課
分
室
）

　☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
５
８
７

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等

の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て
技
術

的
な
識
能
を
有
す
る
陸
曹
と
し

て
必
要
な
専
門
教
育
、
防
衛
基

礎
学
や
各
種
訓
練
を
受
け
ま
す
。

　ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高

等
学
校
に
編
入
学
し
、
手
当
の

支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校

教
育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。

中
学
卒
業
（
見
込
含
）
１７
歳

未
満
の
男
子

推
薦
＝
１１
月
１
日
（
土
）
～
１２

月
５
日
（
金
）（
試
験
は
平
成

運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

　
　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
へ

ウ
ィ
ズ
の
会

年
末
調
整
説
明
会

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

土
地
の
筆
界（
境
界
）に

　
関
す
る
相
談
所
開
設

暮
ら
し
の
総
合
行
政
相
談
所

自
衛
官
採
用
試
験

就
農
相
談
窓
口

県
立
聾
学
校「
授
業
体
験
日
」

第
２２
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

　
観
音
寺
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

情
報

掲
示
板

お
知
ら
せ

募
　集

相
　談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

持

注 注

注 講
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

心
理
的
虐
待
＝
言
葉
の
脅
し

や
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の

差
別
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

性
的
虐
待
＝
性
的
行
為
の
強

要
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

被
写
体
に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト
＝
家
に
閉
じ
込

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
、
病
気

な
ど
の
と
き
医
者
に
見
せ
な

い
な
ど

○

子
ど
も
や
親
の
様
子
が
変
だ

な
と
感
じ
た
ら
、
相
談
や
通

告
を
す
る

○

緊
急
の
場
合
や
生
命
に
危
険

が
及
ぶ
場
合
は
、
迷
わ
ず
警

察
へ
通
報
す
る

　連
絡
を
し
た
後
は
、
家
族
を

支
援
す
る
機
関
が
関
わ
り
や
見

守
り
を
始
め
ま
す
。
相
談
や
通

告
を
し
た
人
の
情
報
が
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

★
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

夜
間
な
ど
は
守
衛
室
に
転
送

し
て
担
当
者
に
連
絡
し
ま
す
。

★
観
音
寺
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

★
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
７
７

−

２
４

−

３
１
７
３

★
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

★
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

　☎
０
８
７

−

８
６
２

−

４
１
５
２

午
前
９
時
～
午
後
９
時

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　介
護
職
員
等
を
募
集
の
中
・

西
讃
地
区
介
護
等
施
設
が
参
加

し
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

１１
月
１４
日
（
金
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀

介
護
、
福
祉
分
野
で
就
職
を

希
望
す
る
人
（
大
学
等
卒
業

予
定
者
も
可
）

観
音
寺
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　☎

２５

−

４
５
２
１

１１
月
３０
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
正
午

香
川
県
満
濃
森
林
公
園
森
林

学
習
展
示
館

園
内
の
常
緑
樹
や
落
葉
樹
の

剪
定
と
道
具
の
手
入
れ
（
無
料
）

２５
人
（
先
着
順
）

１１
月
１０
日
（
月
）
～
２４
日
（
休
・
月
）

同
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

５
７

−

６
５
２
０

　「
冬
の
ま
つ
り
」
で
１１
月
１５
日

（
土
）
午
後
４
時
３０
分
か
ら
午
後

７
時
３０
分
ま
で
、
駅
通
り
の
一

部
が
歩
行
者
専
用
道
路
に
な
り

ま
す
。

介
護
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

剪
定
・
剪
定
道
具
手
入
れ
教
室

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　
　
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
と
は

連
絡
先

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

た
め
ら
わ
ず　

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ　

命
の
輪

　身
近
で
虐
待
に
気
が
付
い
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
や

通
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　自
分
が
虐
待
を
し
て
し
ま
う
と
き
、
ま
た
は
自
分
が
虐
待

さ
れ
て
い
る
と
き
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電気通信サービスの
　　契約トラブル　　

　「料金が大幅に安くなると電話で勧誘さ

れプロバイダーを変更したのに安くならず、

解約を申し出たら高額な違約金を請求され

た」などの相談が増加しています。電気通

信サービスは多くの消費者にとって身近に

なりましたが、その仕組みは分かりにくい

ものです。しかも、口頭の合意のみで契約

が成立してしまい、クーリングオフ制度は

ありません。

　強引なセールストークに惑わされて、即

断即決してはいけません。業者名や連絡先

などを聞いた上で、料金や解約条件などの

契約内容について十分説明を受け、よく理

解して判断しましょう。

　西讃県民センター☎２５－５１３５

　商工観光課　　　☎２３－３９３３

出会いの場を提供します！
クリスマスの集い

　今までに多数のカップルが誕生し、ゴールイン

したカップルも！

　　　　１２月２１日（日）午後２時～

　　　　琴弾荘（有明町）

　　　　男性（２５歳～４５歳の独身で市内に在住し、

　　　　　　　定職に就いている人、または市内に

　　　　　　　勤務している人）

　　　　女性（２５歳～４５歳の独身の人。住所は不問）

　　　　男女各５０人程度（応募多数の場合は抽選）

　　　　男性３，０００円　女性２，０００円

　　　　　１２月３日（水）まで

　　　　　　クリスマスの集い実行委員会

　  　観音寺商工会議所　☎２５－３０７３

　 　 観音寺市大豊商工会☎５４－２１５９

　 　 観音寺市大豊商工会豊浜支所☎５２－２５３６

日　時

場　所

対　象

人　数

料　金

受け付け

申し込み先

注
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１２日（水）・２６日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１９日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ５日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）　事前

に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１４日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　 １３日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１１日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１２日（水）午後１時３０分～午後

４時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　６日（木）・２０日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ６日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　９日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　５日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室

　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１１日（火）・２５日（火）

午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　４日（火）・１８日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ６日（木）・２０日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ４日（火） 

・１８日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　 ５日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議室

／　１８日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日・祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

　　　　 mazu1po@city.kanonji.lg.jp
行政相談　☎２３−３９１５　　２１日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

時
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時
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時

時
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時

時
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持
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時
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所
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講

講
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所

所

所

所
所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

メール相談

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

を
心
が
け
、
火
災
予
防
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

火
災

２
、０
１
８
件

10
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

9
30

救
急

　毎
年
１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま

で
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気

が
乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
火
災

も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ

平
成
２６
年
度

　
　全
国
統
一
防
火
標
語

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
所
で
火
気
を
使
う
機

会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
火
災
予
防
の
知
識
と
意

識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
た
き
火
や
子
ど
も
の
火

遊
び
、
暖
房
器
具
を
誤
っ
て
使

用
す
る
な
ど
、
不
注
意
か
ら
起

こ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　一
人
ひ
と
り
が
火
元
の
確
認

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

チャイルドシート寄付

９月１日～３０日（敬称略）

香典返し

豊浜町箕浦

大野原町大野原

流 岡 町

大野原町大野原

八 幡 町

柞 田 町

石村　公子＝

三好　栄一＝

岡田　　崇＝

篠原　武廣＝

森　　昭子＝

藤川　節子＝

矢野　泰司＝

藤川　好秋＝

高橋　圭之＝

宝田　圭二＝

高 屋 町

大野原町丸井

池之尻町

四国中央市
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宮崎内科医院

豊永歯科クリニック

姫浜調剤薬局

観音寺町（大和）☎25－1280

吉岡町  ☎25－9664

豊浜町  ☎52－1733

育児相談

ふれあい広場

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

 茶話会

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 11:30

24

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,780 
30,179 

24,341 
32,601 

角
かく

塚
づか

古墳⑨ （大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１０月１日現在
 外国人を含む

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

骨密度測定

3 カ月児健診

市役所本庁舎前

豊田公民館

もりの木おおにしクリニック

おおした歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

かもだ内科クリニック

曽川歯科医院

コスモ調剤薬局観音寺店

ケイ・アイ薬局

河田病院

快生堂茂木調剤薬局

第健調剤薬局

久保外科整形外科医院

ひまわり調剤薬局くにた

ひまわり調剤薬局三豊

香川井下病院

篠丸歯科医院

ヒロ調剤薬局

第健調剤薬局

おざきこどもクリニック

パール歯科クリニック

サンシャインスター薬局

快生堂豊浜調剤薬局

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 16:00

医

医

医 医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

薬

薬

木

保

保

保

木

木

木

保

高

高 いき

いき

いきはつらつ会

筋力つけんな～教室

愛あいサークル

9:00～11:00

13:30～15:00

9:00～14:00

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ

育児相談

のびのび教室
9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

さわやか栄養教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康相談

３歳児健診

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

1歳6カ月児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

旧観音寺市 H23 年 4 月生まれ

旧観音寺市 H25 年 4 月生まれ

（旧観音寺市 H26 年 8 月生まれ）

ふれあい広場

筋力つけんな～教室

ふれあい広場

のびのび教室

いき

ふれ

大集

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

はつらつ会

愛あいサークル

もぐもぐレッスン

健康栄養相談

ふれあい広場

元気なのぅ（脳）～教室

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

10:00 ～ 11:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

要予約

要予約

　平成２５年度までの発掘調査で、

角塚古墳の大きさや範囲がわか

る資料が得られました。墳丘周

囲にある幅約７ｍの周
しゅう

濠
ごう

を含む

古墳全体の範囲が縦４８．４ｍ×横

４４．５ｍの規模で、上から見ると

四角い形をした方
ほう

墳
ふん

であること

が分かりました。

（周濠＝古墳の周りに掘られた濠
ほり

）
▲角塚古墳墳丘測量図

茂西町  ☎25－3291

詫間町  ☎83－7106

豊浜町  ☎52－5100

坂本町  ☎23－4976

豊中町  ☎62－2002

坂本町  ☎24－8191

豊浜町  ☎52－1818

茂木町  ☎25－3668

茂木町  ☎57－5117

豊浜町  ☎56－3477

柞田町  ☎25－5515

柞田町  ☎56－0050

豊浜町  ☎52－5100

大野原町 ☎52－2215

高瀬町  ☎72－3788

大野原町 ☎56－3193

豊浜町  ☎56－3477

柞田町  ☎24－6789

南町　  ☎25－8025

柞田町  ☎57－5315

豊浜町  ☎56－3260

常

常

いき

いき

はつらつ会

１歳６カ月児健診

愛あいサークル

はつらつ会

筋力つけんな～教室

愛あいサークル

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 16:00

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

11月の納税・納付
国民健康保険税　　　　（３期）
後期高齢者医療保険料　（５期）
介護保険料　　　　　　（３期）
納期限　12月 1日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

☎　２３－３９６４
☎　２３－３９６２
☎　２５－７７９１

高
常
木
伊

大集

旧常

旧競

旧常

大野原中央集会場
旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
愛育会行事愛

保 愛

高

伊

高

常

（H26 年５月生まれ）

（大野原町・豊浜町Ｈ26 年
 7 月・8 月 生 ま れ ）

（大野原町・豊浜町Ｈ25 年
 ３月・４月生まれ）

（旧観音寺市 H26 年 1月生まれ）

共福

旧競

１１

献血

献血




